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アンコール世界遺産 

1. 9世紀から15世紀にかけてカンボジアに栄えたアンコール王朝（クメール王
朝）が残した石造建造物群．シェムリアプ州だけで約800が知られる．アン
コールワットがとくに有名．1992年にUNESCO世界遺産に登録された． 

2. 世界最大規模の文化遺産であり，10万人もの住民がそこで暮らすというま

れな世界遺産でもある．したがって，通常の世界文化遺産にはないような
管理・運営体制が必要となる． 



国立アンコール遺跡整備公団 

1. 1995年に設立されたカンボジア最大の公団（略称「アプサラ公団」）． 

2. アンコール遺跡世界遺産公園の維持管理が目的→地方自治体 

3. 環境管理や保全，都市計画，観光産業の調整，伝統文化の保護，地域住民
の保護管理などの業務が主体．遺跡の保存修復はあくまでも一業務． 

4. 職員数約550名（常勤職員のみ）．非常勤を含めると3,000人以上． 

5. 事務機構を含めて14の部門から構成される． 

6. UNESCO/プノンペン事務所が後援．日本・フランス大使館が支援． 

7. アンコール世界遺産国際管理委員会を設置． 

8. 委員長はチュニジアの文化大臣．塚脇は開発・保全担当特別顧問． 

9. 金沢大学と大学間交流協定を締結（2010年）． 

10.学生や若手職員の自由な双方向の交流をねらう． 



アンコール遺跡群の規模

同縮尺のアンコール世界遺産公園中心部と東京中心部

この広さのなかにいまも昔も人々がくらしを営んでいる



アンコール世界遺産の管理機構

アプサラ公団とアンコール世界遺産国際管理運営委員会

文化担当副首相

公団総裁

副総裁（７名）

遺跡保存/管理部門
観光管理部門
住宅計画管理部門
農業/社会管理部門
水資源管理部門
森林管理/景観管理部門
公安協力部門
文化/博物館管理部門
都市遺産管理部門
公園外遺跡管理部門
総務・人事部門
経理部門
情報管理部門
技術支援部門

カンボジア王国

常任委員長日本大使館
フランス大使館

各国代表団
日本，フランス，イタリア，ニュージーラン
ド，オーストラリア，ドイツ，英国，米国，タ
イ，ラオス，中国，インド，韓国など16カ国

関連機関代表団
世界銀行，ADF（フランス），WMF，UNICEF
など

大学関係調査チーム
上智大学，早稲田大学，シドニー大学，ケ
ルン大学，金沢大学/チームERDAC，など
60チーム

UNESCO

アドホック
（特別顧問）

アンコール世界遺産国際管理運営委員会アプサラ公団



国際学類3年 笠井賀織 

経済学類3年 小林睦実 



Spean Thom Structure 



水質・水深の調査 



Neak Poan Temple 



ボートでの北バライ視察 



その他の業務 



←舗装された道 

がたがたした道→ 



ディスカッション 



北バライチームの皆さん 

To be continued 



アンコール世界遺産での 
村づくり支援業務 

地域創造学類３年 村井芙美加 

物質化学類２年 島村陽恵 



ルン・タ・エクビレッジ 

ルン・タ・エクビレッジとは・・・・  

遺跡パーク内に集中した人口緩和のために 

設けられた新たな村 

カンボジアの伝統的な生活を再現 

将来的にホームステイも検討 



ルン・タ・エクビレッジの現状 

              広さ 1000ha 

                世帯数 100 

                病院、スーパーはない 

                学校のみ運営 

                

               インフラ整備は不十分 

               ・水道：地下水 

               ・電気：自然光 

村にある唯一の小学校 



エコビレッジを目指して 

                            村のインフラ 

                 水道・・・貯水池から水車で 

                       水タンクに貯水 

                    ⇒パイプから各家庭へ 

 

 

電気・・・ 

住宅の屋根にソーラーパネル 

昼：自然光、夜：電灯 

 



村が抱える問題 

・・・遺跡パーク内の住人が移住したがらない 
 
・市街地から離れている 
・村へ行く道が舗装されていない 
  → 市街地から村へのアクセスが悪い 
・村に十分な施設が整っていない  
  → 病院や市場はなく、学校も十分機能していない 
・職がない 
  → 村では農業以外つける職がない 
    住人は夏に農業、冬に市街地へ出稼ぎ 



 舗装されていない道 



村での畑作 



公団スタッフとの意見交換  

      市街地からのアクセスについて 
                 ・道路は舗装しないのか・・・ 
                   → 舗装すると大気汚染の           
                   原因となる排出ガスを出す                       
                   大型車が通る 
                   ＝ 村の大気が汚染される  
 
村の経済事情について 
・外部に向けた農業 ・職業訓練  
村でのホームステイについて 
・さまざまな体験プログラム ・広報活動 
 
               → 村の現状や将来について討論 
 

 



プロジェクトを通して 

・どの計画にも莫大なお金と時間がかかる 

       ⇓ 

人々の生活に急激な変化を 

もたらすことのない、 

     段階的な開発が理想 

 

To be continued 



アンコール世界遺産に暮らすひとびと 















To be continued 



シェムリアプの街 
と 

インターンシップでの暮らし 

中村瀬奈 
田原綾女 



オールドマーケット 



ナイトマーケット 



乗り物 
モーターバイク 

トゥクトゥク 



スーパーマーケット 

ラッキーバーガー 



食事 

フォー 

アモック イタリアン 

中華 



デザート 

ブルーパンプキン 

アンコールビール 

ソッカホテル 



現地の方の食事 

カエル 

アリ 



ホテル 



現地の子どもたち 

孤児院 



休日 
Volleyball 

pool 

Shopping 

Sightseeing 



Sunset 

Special Dinner 



ご清聴ありがとうございました 

END 


